






要約:3 症例の先天性進行性筋ジストロフィー症(福山型)の妊娠中期胎児血清中 Creatinin

e Phosphokinase(CPK)活性値測定による胎児診断を試みた。3 例中 1 例は CPK 高値であり

「異常胎児」であることが疑われ,両親の希望により中絶が行われたが,胎児剖検において

脳奇形性病変が実証され罹患児であることが確認された。残る 2例は CPK値は低値であり,

その後各々正常児を出産した。 


